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１．研究計画の概要 

アフリカの緑の革命実現は世界の主潮流

が過去 40 年やってきた従来型の品種・土壌

肥料・灌漑排水研究の単純な延長線上にはな

い。それらの技術を受け入れるための前提条

件を、アフリカ農民の圃場で満足させること

にあるという水田仮説１、適地適田開発した

水田は適切に管理すれば畑作的稲作の 10 倍

以上の持続可能な生産性があるという水田

仮説 2を実証する。西アフリカ特有の生態環

境と社会経済条件に適する低地水田エコテ

クノロジーを、農民の自力による適地適田開

発＜サワ sawah＞方式として完成させる。こ

のサワ方式の適応可能性を西アフリカ全体

にスケールアップするために、ガーナ及びナ

イジェリア両国において国際および国内研

究機関のみならず行政組織及び農民との連

携のもとで、一つ一つは小規模だが全体とし

て充分な規模のアクションリサーチを実施

する。これによりアフリカの緑の革命を実現

する確かなロードマップを提示し、近未来に

予想される世界的な食糧危機を回避するこ

とを目標とする。 

この実践的目標をバックアップするため

に、集水域生態工学的基礎研究をアフリカお

よびアジアのベンチマーク集水域で実施す

る。又、現地の土地制度と経済社会的調査を

アクションリサーチと並行して実施し、本研

究の成果（サワ方式）がガーナ及びナイジェ

リア国の稲作振興政策として採用されるこ

とも目標とする。 

中長期的な目標としては、緑の革命による

持続可能な食料増産が実現すればアフリカ

型里山集水域の創造が可能になり、広大なア

フリカは地球温暖化防止に貢献し、将来の地

球社会を救うポテンシャルがあることも示

す。 
 
２．研究の進捗状況 
アクションリーチをガーナ及びナイジェ 

リアの多様な内陸小低地集水域で各 30 ケ所

各 50-80ha という規模で実施した。このアク

ションリサーチの実施により低地水田生態

工学技術（サワエコテクノロジー）を以下の

5 つの要素技術として整理し、研究者・技術

者・農民を訓練するシステムを構築した。即

ち、アフリカの農民が自力で(1)適地を選び

適田システムをデザインし、(2)耕耘機を使

いながら経済的にペイする適地適田開発の

実施、(3)実施主体となる農民グループの組

織化、(4)水田稲作の持続的な実施、(5)サワ

エコテクノロジ―を持続可能にする農村社

会の経済及び土地制度の条件の調査研究。 

本アクションリサーチにおける多数の実

験的小規模開発の実践により「個々の農民の

自力によるパーソナル灌漑水田システムの

開発技術」としてほぼ完成させることができ

た。農民の自力による「パーソナル水田」は

従来型の ODA等の外部の技術者による灌漑水

田とは根本的に異なる。これにより本研究の

サワ方式はそのままスケールアップして西

アフリカ全体、サブサハラアフリカ全体の緑

の革命実現につなげるためのロードマップ

を以下の①～⑥のように描くことができた。 

本研究はアフリカ現地ではサワ（Sawah）

プロジェクトとして実施されており、ガーナ

やナイジェリアの稲作研究関係者のみなら



ず、アフリカ稲作センター（本部ベナン国）

や JIRCAS 等の国際研究機関との連携が、過

去 3年の活動で大きく進展した。さらに、ガ

ーナとナイジェリアの政府や州の農業省、

CARD/JICA あるいは国連のミレニアムビレッ

ジ等、本アクションリサーチを受容する地域

や行政機関が飛躍的に拡大した。 
 
３．現在までの達成度 

以下の①～③に示すように現在の段階

で当初の計画をほぼ満足しているので当

初の計画以上に進展していると言える。又、

本研究の過去と将来を総括して以下の①

～⑥に示すようなアフリカの緑の革命実

現にいたるロードマップを描くことがで

きた。 

①1986 年―2002 年：17 年の試行錯誤と基礎

的調査研究の実施。10 サイト、6ha。 

②2003 年―2007 年: ガーナとナイジェリア

の多様な小低地環境に適する水田システ

ムのオプションを、試行錯誤で参加農民の

自力により開田するアクションリサーチ

を開始し、各 10-20 サイト、20-30ha を適

地適田開発した。 

③2007 年―2009 年：サワ方式の質的改良と

全アフリカへの普及を目指しアクション

リサーチを当初のベンチマークサイト以

外に拡大。国際機関の Africa  Rice, 

JIRCAS, MillenniumVillage, JICA 等との

連携と訓練を開始。土地制度のデータ収集

とサワ方式の研究・訓練システムを整備し、

当初目標の 60 サイト、150ha の適地適田

開発アクションリサーチをほぼ完了し、サ

ワ方式のマニュアルをガーナで出版し、第

2回 Africa Rice Congress（マリ国バマコ

市）でSawah to realize a green revolution 

in Africa を 12人のサワチームで発表した。 
 
４．今後の研究の推進方策 

本研究の当面の課題は以下の④を実施

することにある。 

④2010 年―2012 年: 緑の革命実現の直前の

ステップとなるサブサハラアフリカ全体

での大規模アクションリサーチの実施を

準備するため、100 サイトで 300ha 以上 の

適地適田開発アクションリサーを実施し、

本格的な普及にむけたマニュアルや研究、

訓練システムを完成させる。これにより本

研究の成果であるサワ方式を国際機関で

ある AfricaRice の SMART プロジェクト、

JIRCAS のサワプロジェクト、JICA-CARD の

天水湿地稲作プロジェクトに技術とノウ

ハウを訓練する。ガーナとナイジェリアの

稲作振興政策の我々のサワ方式が採用さ

れるべくガーナは CSIR-SRI,CRI,MOFAとの

連携と訓練、ナイジェリアでは連邦政府の

低地開発プロジェクト FadamaⅢにより主

要な稲作州の農業開発公社との連携と訓

練を実施。 

⑤2013 年―2020 年: アフリカ全域で 2000 サ

イト、10,000ha 以上の適地適田開発に関す

る大規模アクションリサーチと普及活動

を実施。 

⑥2020 年―2050 年：サブサハラアフリカ全

土で農民の自力による適地適田開発と水

田稲作の普及が 1 万サイト、10 万 ha 以上

で自力展開し緑の革命が実現。 
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